
ロ イギリス自由主義の発達 2ヴィクトリア時代の大英帝国
田自由主義的改革B國饂:易 .蔀
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1801 大ブリテン=アイルランド連合王国(アイルランド併合)

1807●奴隷貿易禁止(人道主義から禁止,植民地の農業主は反対)

1811 ラダイト運動(労働者による機械打ちこわし運動)おこる

1813●東インド会社の対インド貿易独占権廃止

1815 ウィーン会議でセイロン島,マルタ島,ケープ植民地獲得
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1822～ 外相力ニングによるラテンアメリカ ギリシアの独立運

動支持(力 ニング外交)

1824●団結禁止法廃止

1828●審査法廃止(旧教徒を除く非国教徒の公職を認める)

1829●カトリック教徒解放法
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1832●第1回選挙法改正
1833●奴隷制度廃止(植民地の農業主の猛反対),工場法

●東インド会社のインド内商業活動全面禁止,対中国貿易独占権廃止
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1838 チャーティスト運動(～48,人民憲章をかかげた労働者の政治運動)

1839反穀物法同盟結成(コ プデン ブライトら中心) |

胤 3事場こ食こ欲 穀物への高醜 廃D ぼF)
1848公衆衛生法制定(チ ャドウィックら中心)

1849●航海法廃止(自 由貿易主義の確立)

1851 ロンドン万国博覧会(第 1回 )

1856～ 60 アロー戦争
1857～ 58 シパーヒー(セポイ)の反乱 (OP182コ )

1858●東インド会社解散
1867●第2回選挙法改正(保守党ダービー内閣)

カナダ連邦の成立(自 治領の始まり)
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(自由党 1880～ 85)グラッドスト:

1882 エジフト占領
1884●第3回選挙法改正

フェビアン協会成立(ウ ェッブ夫妻 バーナード=シ ョ

ーらによる漸進的な社会主義団体)

○ロンドン万国博覧
会(1851年 )の水晶宮
ハイドバークで開催さ
れ入場者は600万人に
のぼつた。(oP176写 )

保守党 自由党

トーリー党

(バーミンガム) 隔
鰤

ホイッグ党(ウ ィッグ党)

(マ ンチェスター)

地主階級,貴族 支持層 産業資本家

伝統的秩序の維持

保護関税

アイルランド自治反対

内 政

自由主義的改革推進

自由貿易

アイルランド自治賛成

帝国主義政策

植民地拡大

(大英国主義)

外 交

平和外交

植民地に自治与える

(小英国主義)

ソールズベリ

Oディズレーリ

ー

指導者

パーマストン

グラッドストンO

ユ ‐

離

[罫
]警ialil:][%
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12c 英王ヘンリ2世のアイルランド島侵攻
1649 オリヴアー =クロムウェルの侵略(OP140日地)

1801 イギリス,アイルランドを併合(連合王国の成立)

1829 カトリック教徒解放法(オ コンネルらにより実現)

1830年代 アイルランド人の小作化進む
1845～49 大飢饉(1∝巧人以上が餓死,llXl万 人以上がアメリカに移民)

1848 青年アイルランド党の蜂起
1870 アイルランド土地法(ア イルランド人の小作権保障)

1880 ボイコット事件(領地管理人ボイコット大尉を排撃)

1881 アイルランド土地法(アイルランド人の土地購入権認可)

1886 アイルランド自治法案(アイルランド国民党提出)否決
1914 アイルランド自治法成立(第一次世界大戦で実施延期)

1916 シン=フ ェイン党(190嚇吉成)の反乱(イ ースター蜂起)

1922 アイルランド自由国成立(自治領)(北 アイルランド|よ英続治)

1937 アイルランド自由国,エール共和国に改称(英連邦内の独立国)

1949 アイルランド共和国成立(イ ギリス連邦を離脱)

1994 RA(ア イルランド共和軍)テロ活動中止宣言(後 lil回 )

0コ ナン=ドイル
(1859～ 1930)

2次ア フ ガ 〕

①ヴィクトリア女王 (位1837～ 1904)

O獲 得・領有

05自治領

イギリス史上最も輝

かしい時期を治め,

「ヴィクトリア時代」

と呼ばれる。世界に

君臨する大英帝国(第

2次)を実現した。

事 項 年次 内 閣 (政 党) 参政権の拡大 1  増カロ分 青宇:有権者の全国民に占める割合

第1回選挙法改正
グレー内閣

(ホイッグ党)

改正前は貴族 地主が独占(3%)
都市の産業資本家

●腐敗選挙区の廃止

第2回選挙法改正
ダービー内閣

(保守党)

都市の工業労働者のほとんど(100万 人)

EIn19%

投票制度改革 1872
グラッドストン内閣

(自由党)

口頭による選挙―→投票用紙使用

第3回選挙法改正
グラッドストン内閣

(自 由党)

1 農業労働者・鉱山労働者

「

l aЮ%隣野硼万人中Ⅷ万カ

第4回選挙法改正
ロイド=ジ ョージ内閣

(自 由党)

男子普通選挙(満21歳以上)女子制限選挙(満30歳以上)

46%

第5回選挙法改正
ボールドウィン内閣

(保守党)

男女平等普通選挙(満21歳以上)

62%

第6回選挙法改正 ウィルソン内閣(労働党) 男女平等普通選挙(満 18歳以上)        刊

●アイルランド問題 ホームズと大英帝国
ヨナン=ドイル作の「シャーロック=ホームズJ

シリーズには,当時の大英帝国支配下のインドの

話が多く登場する。助手のワトスンは第2次アフ

ガン戦争(1878～ 80)で負傷した軍医である。
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ロイタリア0ドイツ続―運動の進展
イタリア(官民一体型の統一運動)

(OP134■年 OP202■年)

ドイツ(国製 の統一画 )

(OP442日年,OP189回表)

ナポリのブルボン朝や□―マ

教皇領の復活による分裂と,

オーストリアによるJヒイタリ

ア(ヴ ェネツィアなど)支配

1820～ 21

(サルデーニャ首相カヴール就lIEn

1855

ガリバルディのシチリア・

ナポリα正服献上

ウェネツィア1丼合(フ ロイセン

と同盟してオーストリア撃破)

□―マ教皇領占領(フランス

軍の撤退に乗じ□―マ入城

□―マ遷都(1811),「未回

収のイタリア」残存

「青年イタリア(党 )」 の結成

(指導者 マッツイーニ)

共和主義によるイタリア

統一をめざす

サルデーニャ王カルロ=ア

ルベルトによる統一運動

(指導者 マッツィーニ)

サルデーニャ,ク リミア戦

争に参戦(英 仏軍を支援)

イタリア統一戦争でロンバ

ルディア獲得(仏の支援)

中部イタリア併含(1860)

ドイツ連邦(35君主国と4自

由市で構成,オーストリアを

議長国とする)が成立するが,

事実上分裂状態

1817～ 19

により失敗

1850年代

( ドイツ産業革命の開始  )

デンマーク戦争(シ ュレスヴ

ヒ・ホルシュタイン戦争)

北ドイツ連邦の成立(プロ

イセン中心の国家連合体)

オーストリア=ハンガリー

(二重)帝国成立

ドイツ帝国(第二帝国)の成立

(皇帝ヴィルヘルム1世 )

ウィーン・ベルリン暴動(三

弾圧

フランクフルト国民議会

プロイセン王ヴィルヘルム1

世即位∈罫ロビスマルク,62～

mイ タリア・ ドイツの続― 2イタリア・ドイツ続―の経過

四 小ドイツ主義と大ドイツ主義ロ オーストリア=ハンガリー帝国
I :」 ドヽイツ主義| ワロイセン領  ●アウスグライヒ(妥協)体制
l  l大 ドイツ主義 (民族)オーストリア領内の異民族

青字 :有力領邦

0続―運動の違い
●ドイツ=国家主導型

●イタリア=官民一体型

進展した。
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嶼戦争敗北後

オーストリア

は領内のスラ

ヴ系異民族の

自立運動への

危機感からマ

ジャール系の

八ンガリーに

自治権を付与

した。

6イタリア続- 9
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O115' 「青年イタリア」の指導  イ

者ガリノ劇レディは,1860年 に義勇  上
軍「千人隊(赤シャツ隊)」 を率いて  ~
シチリアを占領しサルデーニャ王
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  (Jィタリア王占

ドイツ関税同盟
(1834年 発足)

1815
ドイツ連邦

ディア獲得 (イ タ
リア統一戦争 )

1866ヴ ェネツィア
併含(普嶼戦争)

1860ガ リバル
ディによるシチ
リア・ナポリの
征服・献上

ネツィア獲得 (ウ ィーン会議 )

サルデーニャ王国

訃
入〔両シチリア王国〕

―ストリア皇帝=ハンガリ
(ハプスブルク家)

オーストリア 1奪 |ノ ンヽガリー

代表60名  巴劃 代表60名

0伏砲需241レ 4="5
クルップ社は1811年 ドイツで倉」業された

製鉄会社の老舗。二代目のアルフレート(左 )

は軍需産業に進出して「大砲王Jと 呼ば71た。

下の絵の大砲は,やがで普仏戦争でフラ

1温1訴ざよ



ロ フランクフリレト条約によリフランスから譲渡
された地方(1871)

1   1871年 に ドイツ帝国に参加した南 ドイツ諸邦

・  ・ 1871年成立の ドイツ

帝国
|  1未回収のイタリア

国 名 三帝同盟(独・澳・露 )
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ロ イタリア・ ドイツ続一時のヨーロッパ(1870年代)

(ドイツ帝国(第二帝国)〕

(プロイセン中心の連邦制国家)

文化闘争(1871～ 80)

皇帝狙撃事件(1878)

社会主義者鎮圧法(1873)

○ビスマルクの社会政策

ビスマルク辞職(1890)

社会主義者鎮圧法の廃止(1890)

第一次世界大戦(1914～ 18)

ドイツ革命(1918)

結社禁止

1890      ↓

ドイツ社会民主党
エルフルト綱領(1891)

第2イ ンターナショナルの主力

-

Bドイツ政体の変遷と社会主義政党
田

予

い ダ珠 約勧 ⊃

蝦   い
ず1加

冠で成⊃
(*ナポレオン1世の愧儡国家として成立)

ツ連チ「](プロイセン中心の連合体)

普仏戦争(1870～ 71)

1848

(ウ ィーン会議の結果成立)

ドイツ関税同盟(1834)二月革命(1848)

普嶼戦争(1866)

い    肋

1875 
合同(1「夕綱働

ナチス独裁(第二帝国)

(社会民主党などが並立) (社会主義統一党の独裁)

蠍,台 ③ ⊃̈
小責任

0ビスマルク
ー 19C最大の策略家 一

ユンカー出身のプロイセン首相。

国内では「鉄血宰相」として軍備拡

張を進める一方.対外的にはデン

マーク戦争へのオーストリア誘い

込みや普仏戦争に際してのエムス

電報事件など多くの策謀を用いた。

○ ドイツ帝国の成立 普仏戦争末期の18列年 1月 18日 ,プロイセン王ヴィルヘル

ム 1世が,ヴェルサイユ宮殿「鏡の間」iOP146写 |で ドイツ皇帝として即位, ドイツ帝

国は成立した。 (ヴ ェルナー画「ドイツ皇帝即位布告式」)ファサネリー宮胆ビスマルク博物館)蔵 (独 )

○ビスマルク

(任1862～ 1890)
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言論や多数決によっては現下の大問題は

解決されないのであります。言論や多数決は

1848年及び1849年 の欠陥でありました。鉄と血

によってこそ問題は解決されるのであります。

由都市の代表 ′

θ;■)二

○ノイシュウアンシュタイン城 ビスマ

ルクはプロイセン王をドイツ皇帝とするため,

バイエルン王ルートウィヒ2世の力を借り、そ

の代償として城の建築資金を援助した。

文化闘争

保護関税

(18刃 )

社会主義者

鎮圧法(18m)

聯憮鍛儡 ユ


